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その判断は、実はこの第回の調査の自由記述が、今年調査したものとして見てもあまり違和
感がないということに基づいている。しかし、それはこの年間、関学があまり進歩していない
ということを意味することでもあり、その意味では、さらに年後、あるいは願わくばもっと早
く次回の調査が行われたときに、その自由記述が全く変わったものになることを願わずにはおら
れない。
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